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『本気で知りたい！廃棄物処理法の 
基礎知識と実務のポイント』 

『金属リサイクルと処理困難物 
～太陽光パネル・電池～』 

『廃プラの国内回帰と今後の 
リサイクル・輸出』 

『最終処分場の今後と焼却灰・ 
ばいじんの処理事情』 

『人財確保で業界を勝ち抜く！』 
『エネルギー事業の最前線 

～バイオガス＆バイオマス発電～』 

『サステナブル・パッケージ２０３０
未来予測』 

廃棄物を取り巻く問題は近年複雑化する一方で、社会
からは法令順守が厳しく求められており、排出事業者・処
理業者にとってのリスクは、ますます高まっています。 

◆改正廃棄物処理法の政省令内容とその運用 

◆マニフェストの適切な運用について 

◆契約書の内容の追加・変更に関する合理的な対応方法 

◆近年の違反事例と罰則について 

◆廃棄物処理をめぐる最新動向 

◆フロン排出抑制法、アスベスト規制の改正について 

主催:日報ビジネス株式会社 

【午前の部：A、C、F 】10：00～12：45 
【午後の部：B、D、G】13：30～16：15 
【特別企画！パッケージセミナーE】13：30～16：45 

佐藤泉法律事務所  
弁護士 佐藤 泉氏 

【講師プロフィール】環境関連法を主な専門とし、特に企業の廃棄物処理法、土壌汚染対策法に関連したコンプライアンス体制の構築、

紛争の予防及び解決で名高い。東京都廃棄物審議会委員、経済産業省産業構造審議会委員等の役職に数多く就任。主な著書に

は、「廃棄物処理法重点整理―弁護士の視点からみる定義・区分と排出事業者」などがある。 

本気で知りたい!廃棄物処理法の基礎知識と実務のポイント 

～違反事例と罰則・資源循環の最新動向～ 
  

【セミナーA、B、C、D、F、G】6号館2階 会議室F 
【特別企画！パッケージセミナーE】6号館5階 ホールH 

4/15(水)15：00まで 
※以降は招待券のお届けができなくなります 

このセミナーでは、廃棄物処理法の基礎から実務まで、適
正処理に必要な知識を分かりやすく徹底解説します。 
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近年の金属リサイクルは、これまでにない新たな課題に直
面しています。再生可能エネルギーの普及に伴って、将来の
大量排出と頻発する自然災害での損壊が問題化する太陽
光パネル、さまざまな機器に利用されるようになった反面で 

■基調講演 

「太陽光パネルのリサイクル政策について」(仮) 

環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進室  

ご担当（交渉中） 

■事例紹介「太陽光パネルの循環ビジネス」(仮) 

(株)エヌ・ピー・シー 代表取締役社長  

伊藤 雅文氏 

■事例紹介 

「充電式電池の再資源化事業について」(仮) 

日本リサイクルセンター(株) 代表取締役  

増田 耕一氏 

■事例紹介「金属リサイクルの先端事例」(仮) 

平林金属(株) 経営企画部 部長代理 山川 直也氏 

海洋プラの問題が深刻化している昨今、日本国内でも
廃プラの処理方法が大きく変化してきました。日本の輸出
プラは、2019年は90万t程度と推測されます。これまで海
外に流れていた50-60万ｔの廃プラはどうなるのか。 

■基調講演 

「プラスチックを取り巻く国内外の状況」（仮） 

 環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物規制課  

倉田 大輝氏（依頼中） 

■事例 1「中国の再生ペレット輸入基準と 

これからの国際循環」（仮） 

亜星商事(株) 代表取締役  山下 強氏 

■事例2「廃棄物業界とRPF生産者から見た 

プラスチック問題」 

日本 RPF 工業会 事務局長 石谷 吉昭氏 

■事例 3「ユーザーの取り組み」（仮） 

（交渉中） 

最終処分場の重要性が高まっています。木質バイオ
マス発電施設は、FIT以降87件になり、火力発電のフラ
イアッシュが増加し、セメント利用も限界を迎えていま
す。焼却灰（燃え殻）やばいじん、鉱さいといった産廃の

■事例 

「最終処分を基軸とした多彩な事業展開」 

大栄環境グループ 事業本部 副本部長  

中村 龍男氏 

■報告 

「最終処分場の受入単価アンケート結果」 

日報ビジネス(株) 渋谷 和義 

■事例「ばいじん・焼却灰の安全処理と 

再生利用の成功例」（仮） 

NPO 法人グリーン環境技術工業会 副理事長  

工学博士 大西 忠一氏 

■事例「未定」 

（交渉中） 

金属リサイクルと処理困難物 

～太陽光パネル・電池～ 

廃プラの国内回帰と今後のリサイクル・輸出 

～バーゼル条約の規制内容と事例～ 

最終処分場の今後と焼却灰・ばいじんの処理事情 

～受入単価全国アンケート結果報告～ 

爆発事故の多発を引き起こす小型二次電池は、その代
表格と言えるでしょう。本セミナーでは、この2品目を中心
に、金属リサイクルの最新動向を紹介します。 

世界で広がるプラスチックの使い捨て製品の不使用運動
はどこに向かうのか。責任ある国内回帰のため、再生ペレ
ット生産や自国内でのリサイクル処理、バーゼル条約の規
制内容や事例を中心にご紹介します。 

処理費用が上昇し、安定型管理型処分場も全国で不
足の事態が続きます。最終処分の価値を高める跡地利
用や多彩な事業の事例、受入単価アンケート最新結果
と同時に、灰処理の最新事情を紹介します。 



 

 

■講演１「プラスチック資源循環に向けた 

包装技術の最新事情 
～海外動向から見た日本の未来～」 

日本包装専士会 副会長／未来包装研究委員会  

委員長 島田 道雄氏 

■講演２「サスティナブルを後押しする 

パッケージデザインとは？」 
公益社団法人日本パッケージデザイン協会（JPDA） 

理事 中越 出氏 

今、包装業界はプラスチック問題をかわきりに大変革
の時代を迎えている。本講演では、「作る側＝包装技術
者」と「使う側＝生活者」、両方の立場から包装の未来を
予測する。講師には、包装のプロ集団・日本包装専士会 

■講演1「知って納得！ 
人手不足解決のための成功事例」 

(株)シンミドウ 代表取締役社長 笹田 知弘氏 

■講演2「外国人労働者と共存で事業展開」（仮） 

加山興業(株) 代表取締役社長 加山 順一郎氏 

 多くの業界で人手不足が常態化する中、廃棄物業界は
最も人手の確保が難しい業界のひとつとされています。募
集しても応募がなく、面接にすら至らないといった声も聞か
れます。そこで、大小多様な業界で人材採用・育成、業務 

■事例 1「吉野発電所における 

木質バイオマス利用」（仮） 

(株)クリーンエナジー奈良 代表取締役  

伊藤 孝助氏 

■事例 2「縦型乾式メタン発酵事業を通じた 

エネルギー供給と地域貢献」（仮） 

(株)富士クリーン 企画開発部 部長 町川 和倫氏 

■事例 3「高効率な未利用材（Ｄ材）の 

集荷活動について」（仮） 

(株)バイオマスエナジー東海 直原 琢磨氏 

■報告 

「全国木質バイオマスボイラーアンケート 

調査から分かる業界動向」 

日報ビジネス(株) 青木 大地 

バイオガス発電や木質バイオマス発電といったバイオマ
ス系発電事業は、日本の再生可能エネルギーを担う重要
な電源になっています。FIT施行から約7年半が経過し、認
定件数は合計約600、その出力は850万kWと再生可能 

 

サスティナブル・パッケージ２０３０未来予測 

～「包装技術×パッケージデザイン」の視点を交え～ 

人財確保で業界を勝ち抜く！ 

～新たな切り口で選ばれる会社に～ 

エネルギー事業の最前線 

バ ガ バ

の島田副会長と、生活者視点から包装の未来を調査す
る日本パッケージデザイン協会・調査研究委員会の中
越担当理事が登壇。川上と川下をつなぎ、包装業界の
新たな方向性を提示する。 

の効率化といった、幅広いコンサルタントを手がけるプロに
人材確保への道筋を解説していただきます。また、外国人
の登用など、会社の将来を見据えた人財確保と育成を続
ける具体的な事例を紹介します。 

エネルギーでは太陽光発電に次ぐ容量を誇ります。原料の
安定化が難しいとされるバイオガス発電、木質バイオマス
燃料の安定集荷のヒントなど、最新技術で安定した発電を
行う事例等を紹介します。 

■トークセッション 

「『技術』×『デザイン』“最強”の組み合わせによる特別対談 
―参加者からの質問をもとに熱いトークを繰り広げます！」 

                     島田氏×中越氏 

皆さんの質問に 
お答えします！ 

～バイオガス＆バイオマス発電～ 


